
民生費
139億3千万円
（35.3％）

総務費
53億6千万円
（13.6％）

教育費
42億9千万円
（10.9％）

土木費
41億6千万円
（10.6％）

公債費
40億7千万円
（10.3％）

衛生費
34億4千万円
（8.7％）

農林水産業費
16億円（4.1％）

消防費
15億8千万円（4.0％）

商工費
5億2千万円（1.3％）

議会費
2億6千万円
（0.6％）

労働費
1億5千万円
（0.4％）

災害復旧費・予備費
7千万円（0.2％）

歳出
394億3千万円

（令和元年度 432億8千万円）

オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
に
つ
な
ぐ
！

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
予
算
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甲
賀
市
長　

岩
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裕
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令
和
２
年
度
の一般
会
計
当
初
予
算
は
、第
２
次
甲
賀
市
総

合
計
画
の
第
１
期
基
本
計
画
な
ら
び
に
第
１
次
総
合
計
画
実

施
計
画
の
最
終
年
度
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
重
要
な
年
で
あ
る
こ

と
か
ら「
オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
に
つ
な
ぐ
！
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
予

算
」と
し
ま
し
た
。

　
「
子
育
て・教
育
」、「
地
域
経
済
」、「
福
祉・介
護
」の
３
つ
の

分
野
で
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
を
ベ
ー
ス
に
、さ
ら

に
事
業
効
果
を
生
み
出
し
、市
民
の
皆
様
の
生
活
に
直
結
す

る
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
先
行
き
が
不
透
明
な
こ
の
時
代
に
お
い
て
も
、果
敢
に
挑
戦

し
て
い
く
、そ
こ
に
は
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
が
、失
敗
を
恐
れ
て

何
も
挑
戦
し
な
い
の
が
最
大
の
リ
ス
ク
で
あ
る
と
考
え
、こ
れ

か
ら
も
皆
様
と
と
も
に
さ
ら
な
る
市
政
の
発
展
に
向
け
、各
種

施
策
の
推
進
に
邁
進
し
て
い
く
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、一層
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
市
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
第
2
次
総
合
計
画
の
第
１
期
と
し
て
、こ
れ
ま
で
深
化
さ
せ

て
き
た
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に
、次
へ「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
」す
る

予
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　歳入予算のうち、市税は139
億8千万円で歳入全体の35.4％
を占めています。
　市債は、合併特例債を活用し
た事業の減少により、令和元年
度当初予算と比較して、40億5
千万円減少しました。

　昨年度に引き続き、子どもや
高齢者、障がい者などの福祉の
ための費用である民生費の割合
が最も多く、歳出全体の35.3％
を占めています。
　また、教育費は、合併特例債事
業の終了により令和元年度当初
予算と比較して32億円減少して
いますが、合併特例債事業を除い
た場合、1億5千万円増加しました。

合併特例債事業の
減少により市債が
大幅減

福祉、教育のための
施策に重点

歳 入歳 出

※内訳について単位未満を四捨五入しているため合計が合わないことがあります。

一般会計（市の基本となる会計）
　一般会計予算総額は、394億3千万円で、令和元年度当初予算から38億5千万円減少しました。かねてより老
朽化が課題となっていた子育て・教育関連施設の整備に一定の目途がつき、合併特例債活用事業がピークを過
ぎたためです。
※合併特例債とは…合併市町村への財政支援措置で、公共施設建設などの事業費の95％まで借りることができる起債（借金）。

利息を含めた返済額の７割が国からの地方交付税でカバー（措置）される大変有利な制度。

●自主財源
市が自主的に収入することができるもの

●依存財源
国や県の意思決定に基づき収入されるもの
市債も依存財源に該当

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
4
つ
の「
特
別
会
計
」と
上
下
水

道
や
病
院
な
ど
の
収
益
事
業
を
行
う
５
つ
の「
企
業
会
計
」に
分

類
し
、経
理
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
・
企
業
会
計

施
政
方
針（
要
旨
）

甲
賀
市
予
算

甲
賀
市
予
算

予算額
令和２年度 令和元年度 前年度比較

特
別
会
計

国民健康保険 85億7,900万円 86億4,200万円 △6,300万円
後期高齢者医療 20億5,500万円 20億600万円 ＋4,900万円
介護保険 79億4,800万円 76億7,100万円 ＋2億7,700万円
野洲川基幹水利施設管理事業 4,485万円 3,898万円 ＋587万円

小　計 186億2,685万円 183億5,798万円 ＋2億6,887万円

企
業
会
計

病院事業 収益的支出 ８億4,069万円 ８億571万円 ＋3,498万円
資本的支出 6,925万円 6,597万円 ＋328万円

水道事業 収益的支出 28億5,996万円 26億9,130万円 ＋1億6,866万円
資本的支出 17億896万円 16億5,394万円 ＋5,502万円

診療所事業 収益的支出 2億2,940万円 2億2,490万円 ＋450万円
資本的支出 1,195万円 560万円 ＋635万円

介護老人保健施設事業 収益的支出 3億2,470万円 3億1,790万円 ＋680万円
資本的支出 1,302万円 1,280万円 ＋22万円

下水道事業 収益的支出 36億6,229万円 37億7,319万円 △1億1,090万円
資本的支出 28億7,280万円 29億7,911万円 △1億631万円

小　計 125億9,302万円 125億3,042万円 ＋6,260万円

合　　計 312億1,987万円 308億8,840万円 ＋3億3,147万円

市税
139億8千万円
（35.4％）

繰入金
18億7千万円
（4.7％）

自主財源その他
20億1千円（5.2％）

依存財源その他
31億9千万円（8.1％）

市債
36億1千万円
（9.2％）

国県支出金
72億7千万円
（18.4％）

地方交付税
75億円
（19.0％）

歳入
394億3千万円

（令和元年度 432億8千万円）

一 般 会 計

予算の
ポイント

予算の
ポイント

令和
２年度
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